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は
じ
め
に

　

浜
松
市
の
公
益
財
団
法
人
平
野
美
術
館
所
蔵
の
「
楽
翁
画
帖
」
は
、
寛
政
一
二
年
か

ら
翌
一
三
年
に
か
け
て
、
松
平
定
信
が
全
国
各
地
の
有
名
無
名
の
画
人
の
作
品
を
集
成

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
作
品
と
推
定
さ
れ
、
一
九
四
図
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
楽
翁
画
帖
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

成
立
経
緯
、
制
作
意
図
等
に
つ
い
て
論
じ
た（
1
）。 

そ
の
中
で
、
定
信
が
「
全
国
各
地
の

有
名
無
名
の
画
人
の
作
品
の
総
覧
的
な
蒐
集
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
全

国
各
地
の
文
人
の
書
の
総
覧
を
企
図
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
い
う
推
測

を
示
し
た
が
、
そ
の
後
こ
の
推
測
で
示
し
た
全
国
各
地
の
文
人
の
書
の
総
覧
を
企
図
し

た
作
品
の
一
部
と
想
定
さ
れ
る
作
品
が
平
成
二
八
年
に
発
見
さ
れ
、「
楽
翁
画
帖
」
同

様
平
野
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。

 
論
文
（
査
読
論
文
）

「
楽
翁
法
帖
」
に
つ
い
て

A
bout “R

akuou-H
oujou (R

akuou’s  C
alligraphy A

lbum
)”

髙
松
良
幸

Yoshiyuki TA
K

A
M

ATSU

静
岡
大
学
学
術
院
情
報
学
領
域

論
文
概
要
：
「
楽
翁
法
帖
」
は
寛
政
一
一
年
か
ら
享
和
元
年
に
か
け
て
全
国
の
文
人
が
揮
毫
し
た
書
跡
作
品
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
蒐
集
を
行
っ
た
の
は
寛
政
の
改
革
の
主

導
者
と
し
て
知
ら
れ
る
松
平
定
信
で
あ
り
、「
楽
翁
画
帖
」（
平
野
美
術
館
）
所
収
作
品
と
同
時
に
蒐
集
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
近
年
こ
の
「
楽
翁
法
帖
」
の
一
部
が
発
見
さ
れ
、
や
は
り

平
野
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。

本
稿
は
、
こ
の
新
発
見
の
「
楽
翁
法
帖
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
松
平
定
信
の
書
画
蒐
集
活
動
の
成
果
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
論
じ
る
。

Sum
m

ary:"R
akuou-H

oujou" m
eans a collection album

 of calligraphy w
orks w

hich w
ere w

ritten by literary persons all over Japan in 1799, 1800 and 1801. It is thought that these 
calligraphy w

orks w
ere collected by M

atsudaira Sadanobu w
ho w

as know
n as a leader of "K

ansei R
eform

", and w
ere collected together w

ith painting w
orks of "R

akuou-G
ajou" 

ow
ned by H

irano A
rt M

useum
. A

 Part of "R
akuou-H

oujou" w
as discovered recently and also ow

ned by H
irano A

rt M
useum

.
This paper introduces the outline of this new

ly discovered "R
akuou-H

oujou" and discuss the fact that these w
orks w

ere the result of collection activities of painting and 
calligraphy w

orks by M
atsudaira Sadanobu.
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本
稿
で
は
「
楽
翁
法
帖
」
と
称
す
べ
き
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
の
紹
介
を

行
う
と
と
も
に
、
こ
の
作
品
な
ら
び
に
「
楽
翁
画
帖
」
が
松
平
定
信
に
よ
る
書
画
情
報

蒐
集
活
動
の
成
果
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　
一
、「
楽
翁
法
帖
」
の
概
要

　

こ
の
作
品
の
名
称
に
つ
い
て
は
本
項
後
半
で
論
ず
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
作
品
の
現
状

を
紹
介
す
る
。

　

新
た
に
発
見
さ
れ
た
作
品
は
、
巻
子
本
一
巻
に
三
一
葉
の
絖
本
墨
書
の
書
跡
を
貼
り

付
け
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
に
は
「
樂
堂
法
帖　

三
」（
図
１
）
と
墨
書
さ
れ
た
題
簽

が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
本
稿
末
尾
の
「『
楽
翁
法
帖
』
内
容
」
に
示
す
が
、
各
葉
の
う

ち
巻
末
の
菅
茶
山
の
詩
句
を
除
く
三
〇
葉
の
法
量
は
、
概
ね
二
五
セ
ン
チ
前
後
×
三
三

セ
ン
チ
前
後
で
、「
楽
翁
画
帖
」
各
図
の
法
量
と
一
致
す
る
。
繊
維
が
薄
手
で
光
沢
の

鈍
い
も
の
（
Ａ
タ
イ
プ
）
と
繊
維
が
厚
手
で
光
沢
が
あ
る
も
の
（
Ｂ
タ
イ
プ
）
が
入
り

混
じ
る
の
も
「
楽
翁
画
帖
」
と
共
通
す
る（
2
）。 

各
葉
の
間
は
四
セ
ン
チ
前
後
の
間
隔
を

開
け
て
台
紙
の
上
に
貼
り
付
け
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
四
辺
を
縁
取
る
よ
う

に
別
紙
を
貼
り
付
け
て
い
る
。
各
葉
の
右
下
に
は
筆
者
の
所
属
や
姓
名
を
墨
で
注
記
し

て
い
る
も
の
が
多
い
が
、こ
れ
も
「
楽
翁
画
帖
」
の
旧
装
丁
と
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

な
お
、「
楽
翁
画
帖
」
の
旧
装
丁
は
、
こ
の
作
品
の
装
丁
の
よ
う
に
各
図
の
四
辺
に
別

紙
を
貼
り
付
け
る
処
理
を
行
わ
ず
、
た
だ
台
紙
の
上
に
各
図
を
貼
り
付
け
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
こ
の
作
品
の
装
丁
と
は
異
な
る
。「
楽
翁
画
帖
」
の
旧
装
丁
は
制
作
当
初
の

も
の
で
は
な
く
、
当
初
は
帖
装
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
前
稿
で
は
推
測
し
た
が
、

こ
の
作
品
の
丁
寧
な
装
丁
は
制
作
当
初
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
う
で
あ
る

と
す
れ
ば
「
楽
翁
画
帖
」
も
当
初
か
ら
画
巻
の
装
丁
を
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
改

装
で
も
そ
の
姿
を
踏
襲
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（
3
）。 

　

書
の
筆
者
は
、巻
頭
に
秋
田
藩
主
佐
竹
義
和
（
図
２
）
を
置
き
、そ
の
後
頼
春
水
（
図

３
）、
大
田
南
畝
（
図
４
）、
屋
代
弘
賢
（
図
５
）、
巻
菱
湖
（
図
６
）、
菅
茶
山
（
図
７
）

な
ど
各
地
の
著
名
な
儒
学
者
・
文
人
等
の
作
品
が
並
ぶ
の
と
と
も
に
、
各
地
の
無
名
の

人
物
の
作
品
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
全
国
各
地
の
貴
賤
、
有
名
無
名
を
問
わ
な
い
人
物

の
書
の
蒐
集
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る（
4
）。 

こ
の
よ
う
な
作
品
の
蒐
集
方

法
は
、「
楽
翁
画
帖
」
の
作
品
蒐
集
方
法
と
も
一
致
す
る
。

　

年
記
の
あ
る
作
品
の
う
ち
最
も
早
い
も
の
は
金
城
の
寛
政
一
一
年
一
二
月
の
「
司
馬

温
公
家
訓
」
で
、
最
も
遅
い
の
は
寛
政
一
二
年
一
二
月
の
高
橋
桂
山
の
「
七
言
絶
句
」

で
あ
り
、「
楽
翁
画
帖
」
が
寛
政
一
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
制
作
、
蒐
集
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
の
と
時
期
的
に
も
重
な
る
。
ま
た
、
収
録
さ
れ
る
書
の
筆
者
の
う
ち

杉
浦
靖
斎
、
日
向
忠
、
金
龍
山
人
（
長
谷
川
三
右
衛
門
）
は
「
楽
翁
画
帖
」
に
画
の
作

品
も
収
録
さ
れ
て
お
り
（
図
８
・
図
９
）、
南
山
古
梁
は
「
楽
翁
画
帖
」
所
収
の
絵
画

作
品
二
図
に
賛
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
あ
ま
り
著
名
と
は
言
え
な
い
文
人
の
作
品
が

「
法
帖
」「
画
帖
」
の
双
方
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
法
帖
」「
画
帖
」
が
本
来
一

体
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
傍
証
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
検
証
の
結
果
、
こ
の
作
品
は
「
楽
翁
画
帖
」
と
と
も
に
制
作
さ
れ
た
全
国
の

文
人
の
書
の
作
品
を
集
成
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
の
一
部
を
な
す
も

の
と
判
断
で
き
る
。

　

書
写
さ
れ
た
各
葉
の
内
容
は
、
揮
毫
者
の
自
作
の
詩
文
の
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は

中
国
古
典
の
詩
文
や
そ
の
一
部
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
自
作
の
詩
文
で
あ
る
場

合
も
、
こ
の
揮
毫
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
と
明
確
に
判
断
で
き
る
も
の
は
現
状
で
は
見

出
せ
な
い
。
自
身
の
旧
作
の
中
で
こ
の
揮
毫
に
相
応
し
い
と
揮
毫
者
が
考
え
た
も
の
を

書
写
し
た
と
思
わ
れ
る（
5
）。 

　

一
方
、
こ
の
作
品
は
大
型
の
桑
材
と
思
わ
れ
る
木
製
の
箱
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
樂
堂
法

帖（
以
下
欠
）」（
内
容
は
中
国
の
文
人
の
書
跡
の
拓
本
）、「
樂
堂
法
帖　

松
花
堂
筆
」、「
樂

堂
法
帖　

十
二
月
和
歌　

廣
橋
兼
胤
筆
」、「
楽
堂
法
帖　

烏
丸
光
榮
公
所
書
」、「
楽
堂

法
帖　

詩
歌　

山
名
十
郎
左
衛
門
所
書
」
の
題
簽
を
表
紙
に
貼
付
す
る
巻
子
本
と
と
も

ⅱ
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に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
箱
の
蓋
表
（
図
10
）
に
は
「
楽
堂
法
帖
」
の
墨
書
が
あ
り
、
向

か
っ
て
左
下
隅
に
は
旧
所
蔵
者
の
所
蔵
品
番
号
と
思
わ
れ
る
「
長
五
」「
拾
弐
」
の
数

字
と
と
も
に
「
共
十
三
巻
」「
外
ニ
画
帖
巻
収
」
の
墨
書
が
あ
る
小
紙
が
貼
り
付
け
ら

れ
て
い
る
（
図
11
）。

　

以
上
の
状
態
か
ら
、
ま
ず
こ
の
作
品
は
本
来
「
楽
堂
法
帖
」
と
称
さ
れ
て
い
た
作
品

の
一
部
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
三
巻
の
巻
子
本
と
し
て
伝
来
し
て
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
松
花
堂
昭
乗
や
広
橋
兼
胤
、
烏
丸
光
栄
ら
の
筆
と
伝
え
る
書
巻
も
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
う
ち
「
楽
翁
画
帖
」
同
様
寛
政
一
二
年
前
後
の
各
地
文
人
の

作
品
を
集
成
し
た
書
巻
が
何
巻
含
ま
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
本
作
品
の
題

簽
に
は
「
樂
堂
法
帖　

三
」
と
巻
数
を
記
し
て
い
る
こ
と
、
他
の
巻
子
の
題
簽
は
巻
数

を
記
さ
ず
筆
者
名
等
を
記
す
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
少
な
く
と
も
三
巻
以
上
の
巻
子
本
か

ら
成
り
立
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、「
外
ニ
画
帖
巻
収
」
の
墨
書
が
示
す
と
お
り
、
こ
の
箱
に
は
「
画
帖
巻
」
も

収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
画
帖
巻
」
こ
そ
が
「
楽
翁
画
帖
」
で
あ
り
、

本
作
品
と
「
楽
翁
画
帖
」
が
本
来
一
体
の
も
の
と
し
て
制
作
さ
れ
、
伝
来
し
て
き
た
こ

と
を
覗
わ
せ
る
。
伝
来
の
過
程
の
中
で
一
体
で
あ
っ
た
書
巻
・
画
巻
が
分
散
し
た
が
、

こ
の
た
び
箱
と
書
巻
の
一
部
が
平
野
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
作
品

は
本
来
の
「
元
の
鞘
に
戻
る
」
姿
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の
作
品
の
名
称
で
あ
る
が
、
題
簽
や
箱
書
に
従
う
と
「
楽
堂
法
帖
」
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
楽
翁
画
帖
」
も
、
旧
装
丁
の
表
紙
に
付
さ
れ
た
題
簽
に
は
「
楽

堂
画
帖
」
の
墨
書
が
あ
り
、
や
は
り
「
楽
堂
」
の
号
を
冠
し
た
名
称
が
、
本
来
こ
の
作

品
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る（
6
）。 

一
方
「
法
帖
」
に
し
ろ
「
画
帖
」
に
し
ろ
、

厳
密
に
は
帖
装
本
の
体
裁
の
書
画
作
品
に
付
す
べ
き
名
称
で
あ
ろ
う
。
た
だ
現
状
で
は

「
楽
翁
画
帖
」
の
名
で
認
知
さ
れ
て
い
る
作
品
と
本
来
一
体
の
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

「
楽
翁
法
帖
」
と
称
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、
本
稿
で
は
こ
の
名
称
を
用
い
る

こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
こ
の
「
楽
堂
」
は
松
平
定
信
の
こ
と
を
指
す
号
で
あ
る
と
認
識
で
き
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
定
信
が
こ
の
号
を
用
い
た
と
い
う
記
録
は
な
い（
7
）。 

た
だ
、
定
信

が
「
楽
」
の
文
字
を
好
み
、
文
化
九
年
の
隠
居
後
の
号
と
し
て
「
楽
翁
」、
自
ら
の
蔵

書
印
に
「
楽
亭
文
庫
」
を
用
い
た
他
、
こ
の
「
画
帖
」「
法
帖
」
を
制
作
さ
せ
た
年
に

白
河
に
築
造
さ
せ
た
人
造
湖
南
湖
の
周
辺
を
、「
士
民
共
楽
」
の
理
念
の
も
と
身
分
を

越
え
て
す
べ
て
の
人
々
に
開
放
す
る
公
園
と
し
て
整
備
し
た
こ
と
、
ま
た
南
湖
の
畔
に

「
共
楽
亭
」
と
称
す
る
茶
室
を
営
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
定
信
が
用
い
な
か
っ

た
と
し
て
も
、「
楽
」
の
文
字
は
定
信
を
暗
喩
す
る
も
の
で
あ
り
、「
楽
堂
」
は
そ
れ
に

ち
な
ん
だ
名
称
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
二
、
松
平
定
信
と
「
楽
翁
法
帖
」・「
楽
翁
画
帖
」

　

さ
て
、「
楽
翁
画
帖
」
に
つ
い
て
は
、
各
図
に
付
さ
れ
た
作
者
の
注
記
に
お
い
て
、

白
河
藩
以
外
の
諸
藩
に
属
す
る
画
人
に
つ
い
て
は
「（
所
属
先
）
家
臣
（
姓
名
）」
な
ど

と
所
属
先
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
白
河
藩
に
属
す
る
画
人
に
つ
い
て
は
単
に
「
家

臣
（
姓
名
）」
と
し
て
い
る
こ
と
、
制
作
当
時
松
平
定
信
の
命
で
『
集
古
十
種
』
編
纂

の
た
め
の
文
化
財
調
査
に
従
事
し
て
い
た
白
雲
、
大
野
文
泉
が
こ
の
作
品
に
所
収
さ
れ

る
作
品
の
一
部
を
蒐
集
す
る
活
動
を
文
化
財
調
査
と
並
行
し
て
実
施
し
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
作
品
が
松
平
定
信
に
よ
り
組
織
的
に
制
作
、
蒐
集
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
た
が
、「
楽
翁
法
帖
」
所
収
の
作
品
の
中
に
は
、
よ
り
直
接

的
に
定
信
の
関
与
を
覗
わ
せ
る
も
の
が
存
在
す
る
。

　

ま
ず
、三
春
藩
の
儒
学
者
で
あ
る
倉
谷
鹿
山
揮
毫
の
蘇
軾「
孫
莘
老
求
墨
妙
亭
詩
」（
図

12
）
で
あ
る
。
末
尾
に
「
右
書
宋
蘇
軾
詩
因
假
改
數
字
以
竊
寓
仰
望
之
意　

庚
申
秋
九

月　

三
春　

倉
谷
疆
子
勉
」
の
款
記
が
あ
り
、
北
宋
の
文
人
蘇
軾
の
詩
の
一
部
を
鹿
山

が
字
句
を
改
め
て
書
し
た
も
の
で
あ
る
。「
孫
莘
老
求
墨
妙
亭
詩
」
は
、
蘇
軾
が
友
人

の
孫
覚
（
字
莘
老
）
が
古
今
の
書
の
名
跡
や
そ
の
模
本
等
を
蒐
め
収
蔵
す
る
た
め
に
建
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て
た
書
庫
墨
妙
亭
を
讃
す
る
た
め
に
孫
覚
の
依
頼
で
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
以
下
、
上
段

が
鹿
山
の
書
、
下
段
が
蘇
軾
の
「
孫
莘
老
求
墨
妙
亭
詩
」
で
あ
る
。
同
意
の
文
字
の
異

同
は
除
き
、
鹿
山
が
字
句
を
改
め
た
と
思
わ
れ
る
部
分
を
傍
線
で
示
す
。

蘭
亭
蠒
紙
入
昭
陵　
　

蘭
亭
繭
紙
入
昭
陵

世
間
遺
跡
猶
龍
騰　
　

世
間
遺
跡
猶
龍
騰

顔
公
變
法
出
真
意　
　

顏
公
變
法
出
新
意

細
筋
入
骨
如
秋
鷹　
　

細
筋
入
骨
如
秋
鷹

徐
家
父
子
亦
秀
絶　
　

徐
家
父
子
亦
秀
絕

字
外
出
力
中
藏
稜　
　

字
外
出
力
中
藏
棱

嶧
山
傳
刻
典
刑
在　
　

嶧
山
傳
刻
典
刑
在

千
載
筆
法
留
陽
冰　
　

千
載
筆
法
留
陽
冰

杜
陵
評
書
貴
瘦
硬　
　

杜
陵
評
書
貴
瘦
硬

此
論
未
公
吾
不
憑　
　

此
諭
未
公
吾
不
憑

短
長
肥
痩
各
有
態　
　

短
長
肥
瘠
各
有
態

玉
環
飛
燕
誰
敢
憎　
　

玉
環
飛
燕
誰
敢
憎

白
河
相
公
真
好
古　
　

吳
興
太
守
真
好
古

購
買
斷
缺
揮
縑
繒　
　

購
買
斷
缺
揮
縑
繒

龜
跌
入
坐
螭
隱
壁　
　

龜
跌
入
座
螭
隱
壁

空
齋
晝
靜
聞
登
〃　
　

空
齋
晝
靜
聞
登
登

奇
蹤
散
出
奔
吳
越　
　

奇
蹤
散
出
走
吳
越

勝
事
傳
説
及
庶
烝　
　

勝
事
傳
說
誇
友
朋

仰
風
請
託
必
自
冩　
　

書
來
乞
詩
要
自
寫

為
把
栗
尾
書
溪
藤　
　

為
把
栗
尾
書
溪
藤

後
來
視
今
猶
視
昔　
　

後
來
視
今
猶
視
昔

過
眼
百
世
如
風
燈　
　

過
眼
百
世
如
風
燈

他
年
劉
郎
憶
賀
監　
　

他
年
劉
郎
憶
賀
監

同
時
還
道
須
伏
膺　
　

還
道
同
是
須
服
膺

　

こ
の
う
ち
「
白
河
相
公
」
が
白
河
藩
主
で
前
老
中
首
座
で
あ
っ
た
松
平
定
信
を
指
す

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
揮
毫
の
際
「
白
河
相
公
」
の
前
の
部
分
に
一
字
分
の

余
白
を
設
け
て
い
る
の
も
貴
人
で
あ
る
「
白
河
相
公
」
す
な
わ
ち
定
信
へ
の
敬
意
を
表

す
も
の
で
あ
る
。

　

蘇
軾
の
本
来
の
詩
で
は
こ
の
箇
所
は
「
呉
興
太
守
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
孫
覚
そ
の
人

を
指
す
。
孫
覚
は
、
士
大
夫
と
し
て
北
宋
の
宮
廷
に
仕
え
て
重
き
を
な
す
と
と
も
に
、

文
人
と
し
て
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
が
、
王
安
石
の
新
法
に
反
対
し
た
こ
と
で
中
央
を

離
れ
、
呉
興
の
知
州
事
な
ど
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
一
方
、
古
今
の
書
の
名
跡
や
そ
の

模
本
を
蒐
集
す
る
こ
と
を
趣
味
と
し
て
い
た
。
そ
の
書
庫
が
墨
妙
亭
で
あ
る
。

　

一
方
定
信
は
、
幕
府
の
老
中
首
座
と
し
て
幕
政
を
取
り
仕
切
り
、
寛
政
の
改
革
を
主

導
し
て
い
た
が
、
寛
政
五
年
に
そ
の
任
を
解
か
れ
た
後
、
白
河
藩
政
に
専
念
す
る
と
と

も
に
、『
集
古
十
種
』
編
纂
の
た
め
、
配
下
の
画
人
や
文
人
を
各
地
に
派
遣
し
、
古
書

画
や
古
器
物
な
ど
の
模
本
の
蒐
集
に
力
を
注
い
だ
。
こ
の
よ
う
な
境
遇
の
類
似
か
ら
、

鹿
山
は
孫
覚
に
定
信
の
姿
を
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
蘇
軾
は
こ
の
よ
う
な
孫
覚
の
書
跡
蒐
集
を
、「
勝
事
傳
說
誇
友
朋
」
と
孫
覚

自
身
や
友
人
へ
の
閲
覧
を
目
的
と
し
た
も
の
と
す
る
が
、
こ
の
句
を
鹿
山
は
「
勝
事

傳
説
及
庶
烝
」
と
「
庶
烝
」（
一
般
の
人
々
）
の
た
め
で
あ
る
と
改
め
て
い
る
。
こ
れ

は
ま
さ
し
く
こ
の
書
を
鹿
山
が
認
め
た
寛
政
一
二
年
か
ら
定
信
に
よ
り
刊
行
が
開
始
さ

れ
た
『
集
古
十
種
』
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
定
信
の
好
古
趣
味
に
基
づ

く
古
文
化
財
の
画
像
等
の
蒐
集
活
動
、
同
時
に
そ
の
成
果
を
版
本
と
し
て
世
上
に
公
表

す
る
『
集
古
十
種
』
は
、
知
識
人
社
会
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
古
文

化
財
に
対
す
る
情
報
や
知
識
を
自
ら
や
友
人
知
人
の
独
占
物
と
す
る
の
で
は
な
く
、
身

分
を
越
え
て
多
く
の
人
々
に
分
け
与
え
る
定
信
の
姿
勢
へ
の
賛
意
を
示
す
も
の
と
い
え
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る
。

　

ま
た
こ
の
句
に
続
く
「
仰
風
請
託
必
自
冩
」
は
、
蘇
軾
の
詩
で
は
「
書
來
乞
詩
要
自

寫
」
と
な
っ
て
お
り
、
蘇
軾
は
友
人
の
書
状
に
よ
る
依
頼
で
こ
の
詩
を
作
っ
た
の
に
対

し
て
、
鹿
山
は
尊
敬
す
べ
き
貴
人
に
奉
ず
べ
き
た
め
に
揮
毫
し
た
と
い
う
意
を
「
仰
風

請
託
」
と
い
う
語
に
示
し
て
い
る
。

　
「
楽
翁
法
帖
」
所
収
の
書
が
定
信
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
暗
喩
す
る
も
う
一

つ
の
作
品
は
、
や
は
り
三
春
藩
士
の
注
記
が
あ
る
尾
本
芝
田
の
七
言
絶
句
「
応
佐
藤
生

需
賦
得
秋
月
」（
図
13
）
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
題
の
部
分
を
以
下
に
示
す
。

　
　
　

右
應
佐
藤
生
需
賦
得

　
　
　

秋
月
為

　
　

白
川
柳
隠
士

　

こ
の
詩
は
佐
藤
某
と
い
う
人
物
の
も
と
め
に
応
じ
秋
月
を
題
に
詠
ん
だ
も
の
で
、「
白

川
」
の
「
柳
隠
士
」
と
い
う
人
物
の
た
め
に
揮
毫
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

定
信
を
直
接
示
す
よ
う
な
人
名
や
官
名
等
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
為
書
を
行

う
に
際
し
、
行
を
変
え
「
白
川
柳
隠
士
」
を
他
の
行
よ
り
一
字
高
い
位
置
か
ら
記
す
と

い
う
表
現
は
、
や
は
り
貴
人
に
対
す
る
敬
意
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
「
白
川
柳
隠
士
」

は
白
河
の
貴
人
、す
な
わ
ち
定
信
を
指
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
定
信
が
「
柳
隠
士
」

と
い
う
号
を
有
し
て
い
た
と
い
う
記
録
は
な
い
が（
8
） 

、
尾
本
芝
田
が
貴
人
の
姓
名
・
官

職
等
を
直
接
記
す
こ
と
憚
っ
て
、
仮
名
と
し
て
表
記
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
こ
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
揮
毫
の
依
頼
主
が
松
平
定
信
で
あ
る
こ
と
を
明
暗
に

示
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
揮
毫
者
が
三
春
藩
に
属
す
る
者
で

あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
二
人
に
揮
毫
を
依
頼
し
た
の
は
定
信
配
下
の
白
河
藩
の
者

（
そ
れ
が
芝
田
の
詩
の
題
に
あ
る
佐
藤
某
か
否
か
は
即
断
で
き
な
い
）
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
際
に
、
こ
の
揮
毫
の
依
頼
主
が
定
信
で
あ
る
こ
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
倉
谷
鹿
山
の
揮
毫
の
中
に
定
信
の
文
化
財
と
画
像
情
報
等
の
蒐
集
を
中
心
と

し
た
好
古
癖
や
、
そ
の
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て
の
称
賛
と
も
思
え
る
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
の
は
、
定
信
の
か
か
る
面
で
の
活
動
が
、
世
上
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
　
三
、
寛
政
一
二
年
の
飯
坂
温
泉
紀
行
と
「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」

　
「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」
の
制
作
の
最
中
に
あ
っ
た
寛
政
一
二
年
の
八
月
一
六
日
、

松
平
定
信
は
年
来
の
疝
気
治
療
の
湯
治
と
領
内
巡
見
を
兼
ね
て
飯
坂
温
泉
に
向
け
て
白

河
城
を
出
発
し
た
。
当
時
飯
坂
を
含
む
信
夫
郡
や
伊
達
郡
等
の
一
部
は
白
河
藩
領
の
飛

地
と
な
っ
て
い
た
。
同
日
は
鏡
沼
、
一
七
日
は
二
本
松
に
宿
泊
、
一
八
日
に
飯
坂
に
到

着
、
二
二
日
ま
で
滞
在
し
、
同
日
白
河
藩
の
保
原
陣
屋
を
経
て
糠
田
、
二
三
日
は
福
島
、

二
四
日
は
本
宮
に
宿
泊
、
二
五
日
に
須
賀
川
を
経
て
、
二
六
日
白
河
に
帰
着
し
た
。
こ

の
間
定
信
は
各
所
で
名
所
旧
跡
を
訪
ね
詩
歌
を
詠
み
、
古
文
化
財
の
閲
覧
や
蒐
集
、
拓

本
の
作
製
な
ど
を
行
い
、ま
た
領
民
な
ど
を
宿
泊
先
や
陣
屋
な
ど
に
招
い
て
歓
待
し
た
。

そ
の
様
子
は
定
信
の
随
筆
『
退
閑
雑
記
』
後
編
巻
三
に
紀
行
文
と
し
て
詳
し
く
収
録
さ

れ
て
い
る（
9
）。 

　

さ
て
、
こ
の
紀
行
の
時
期
の
前
後
、「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」
の
中
の
こ
の
旅
程

周
辺
の
文
人
・
画
人
の
年
記
の
あ
る
作
品
の
多
く
が
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
具
体
的
に
は
「
楽
翁
法
帖
」
中
の
会
津
藩
士
山
名
主
膳
の
「
詩
句
」
が
同
年
八

月
、同
藩
日
向
忠
の
「
詩
句
」
が
同
年
秋
、先
に
紹
介
し
た
三
春
藩
儒
倉
谷
鹿
山
の
「
孫

莘
老
求
墨
妙
亭
詩
」（
一
部
改
変
）
が
同
年
九
月
、「
楽
翁
画
帖
」
中
の
仙
台
藩
士
白
石

爛
兮
の
「
露
草
に
仔
犬
図
」、
同
藩
蒼
龍
山
人
（
吉
成
愛
治
）
の
「
桃
花
山
水
図
」（
南

山
古
梁
賛
、
図
14
）
が
い
ず
れ
も
同
年
八
月
、
仙
台
藩
士
源
忠
卿
（
松
板
亘
）
の
「
牛

曳
図
」
が
同
年
九
月
の
年
記
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
人
・
画
人
が
所
属
す
る
藩
は
、
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白
河
、
飯
坂
間
の
旅
程
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
年
記
は

な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
諸
藩
に
属
す
る
文
人
・
画
人
、
旅
程
周
辺
の
地
に
居
住
し
た
文

人
等
（
例
え
ば
本
宮
在
住
の
伊
東
太
乙
）
の
作
品
も
多
数
「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」

に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」
の
制
作
経
緯
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
記
述
す
る
記
録
等
は

全
く
な
く
、
た
だ
寛
政
一
二
年
、
定
信
配
下
の
画
人
で
あ
る
白
雲
と
大
野
文
泉
が
『
集

古
十
種
』
所
収
古
文
化
財
の
調
査
に
京
・
大
坂
や
西
国
に
赴
い
た
行
程
と
「
楽
翁
画
帖
」

所
収
の
こ
の
方
面
に
居
住
、
滞
在
す
る
画
人
の
有
年
記
作
品
の
時
期
が
一
致
す
る
も
の

が
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
名
が
「
楽
翁
画
帖
」
所
収
作
品
の
関
西
以
西
の

作
品
の
蒐
集
に
当
た
っ
た
と
推
定
で
き
る
の
み
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
定
信
の
飯
坂
温

泉
行
に
関
す
る
紀
行
文
に
は
、
定
信
が
「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」
所
収
作
品
の
揮
毫

を
求
め
る
よ
う
な
記
述
は
な
い
。ま
た
白
雲
・
大
野
文
泉
は
定
信
の
飯
坂
温
泉
行
の
時
期
、

ま
だ
関
西
方
面
で
の
古
文
化
財
調
査
等
に
当
た
っ
て
お
り
、
こ
の
両
名
が
こ
れ
ら
の
作

品
の
制
作
依
頼
、
蒐
集
に
当
た
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
両
名
の
例
か

ら
す
る
と
、「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」
所
収
作
品
の
制
作
依
頼
、
蒐
集
に
は
定
信
配

下
の
文
化
的
素
養
を
有
す
る
人
物
が
当
た
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

定
信
の
飯
坂
温
泉
行
に
は
、「
詩
歌
な
ど
す
と
も
が
ら
三
十
人
ば
か
り
」（『
退
閑
雑

記
』）
と
文
人
を
含
む
多
く
の
供
回
り
の
者
が
随
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
う
ち
の
何
者
か
が
定
信
の
意
向
を
汲
ん
で
周
辺
の
各
地
に
「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁

画
帖
」
所
収
作
品
の
制
作
依
頼
に
赴
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
方
こ
の
紀
行
を
終
え
白
河
に
帰
着
し
た
定
信
は「
こ
の
旅
中
た
ゞ
病
を
や
し
な
ひ
、

や
ま
ひ
に
苦
し
む
の
み
な
り
。
さ
れ
ど
古
書
画
石
瓦
な
ど
は
、
や
す
ら
ふ
家
〳
〵
に
て

み
る
。
予
が
好
事
と
や
ら
ん
は
高
名
に
成
に
け
り
」
と
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
ら

の
好
古
癖
を
発
揮
し
た
古
文
化
財
の
閲
覧
や
蒐
集
、
拓
本
等
の
作
製
な
ど
は
、
こ
の
行

旅
の
中
で
も
世
上
を
賑
わ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
先
に
紹
介
し
た
倉
谷
鹿
山
の
「
孫

莘
老
求
墨
妙
亭
詩
」（
一
部
改
変
）
に
お
い
て
「
白
河
相
公
真
好
古
」
と
そ
の
嗜
好
を

ダ
イ
レ
ク
ト
に
表
現
し
て
い
る
背
景
の
一
つ
に
は
、
鹿
山
の
こ
の
揮
毫
が
定
信
の
飯
坂

温
泉
行
直
後
の
寛
政
一
二
年
九
月
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
理
由
に
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
　
む
す
び

　

巻
子
一
巻
分
の
み
と
は
い
え
、
今
般
の
「
楽
翁
法
帖
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、
松
平
定

信
の
直
接
的
な
関
与
の
下
で
組
織
的
に
「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」
の
制
作
依
頼
、

蒐
集
活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
よ
り
明
確
に
確
認
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

定
信
の
好
事
の
関
心
が
古
文
化
財
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
代
の
文
人
・
画
人
等
の
作
品

に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
言
え
る
。

　

一
方
、「
楽
翁
法
帖
」
は
、
こ
の
巻
三
以
外
に
も
少
な
く
と
も
二
巻
分
、
お
そ
ら
く

は
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
巻
数
が
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
今
後
そ
の

出
現
に
よ
り
、「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」
の
全
容
を
確
認
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
な

る
こ
と
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
定
信
の
書
画
蒐
集
の
意
図
に
つ
い
て
よ
り
明
確
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
注

１　

髙
松
良
幸
「『
楽
翁
画
帖
』
に
つ
い
て
」『
静
岡
大
学
情
報
学
研
究
』
二
一
号　

平

成
二
七
年

２　

菅
茶
山
の
「
詩
句
」
は
、
巻
子
本
の
奥
付
に
該
当
す
る
箇
所
に
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
法
量
も
縦
一
二
・
九
セ
ン
チ
、
横
一
二
・
〇
セ
ン
チ
と
他
の
三
〇
葉
と

較
べ
て
小
振
り
で
あ
る
。
こ
の
一
葉
は
、
本
来
こ
の
巻
子
本
を
仕
立
て
る
際
に
張
り

込
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
巻
子
完
成
後
、
何
ら
か
の
理
由
で
追
加
的
に
貼
り
付
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
絖
の
タ
イ
プ
は
Ｂ
と
思
わ
れ
る
が
、
法
量
が
他
よ
り
極
端

に
小
さ
く
確
実
と
は
言
え
な
い
た
め
、
断
定
は
控
え
る
。

ⅵ

（
10
）
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３　

江
戸
後
期
、
多
く
の
文
人
・
画
人
の
書
画
を
蒐
集
し
、
そ
れ
ら
を
帖
装
に
仕
立
て

て
総
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
形
式
の
作
品
が
多
数
制
作
さ
れ
た
。「
楽
翁
画
帖
」
も

寄
合
書
画
帖
な
ど
と
称
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
注
１
前
掲

論
文
に
お
け
る
想
定
で
あ
っ
た
が
、
新
発
見
の
こ
の
作
品
が
当
初
の
装
丁
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
楽
翁
画
帖
」
も
当
初
か
ら
巻
子
本
で
あ
っ
た
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
巻
子
本
形
式
の
寄
合
書
画
に
は
、
佐
藤
一
斎
の
蒐
集
に
な
る
「
名

流
清
寄
」（
個
人
蔵
・
恵
那
市
岩
村
歴
史
資
料
館
寄
託
）
や
菅
茶
山
蒐
集
の
複
数
の

「
書
画
巻
」（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
黄
葉
夕
陽
文
庫
）
な
ど
、
江
戸
後
期
に
お
け
る

作
例
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

４　

例
え
ば
会
津
藩
の
公
式
記
録
で
あ
る
『
家
世
実
紀
』
に
は
、同
藩
士
神
尾
保
定
（
才

八
、「
楽
翁
画
帖
の
内
容
」
作
品
番
号
12
）
に
つ
い
て
「
組
外
之
士
唐
様
手
伝
」、
ま

た
山
名
主
膳
（「
楽
翁
画
帖
の
内
容
」
作
品
番
号
14
）
に
つ
い
て
「
伊
波
七
郎
右
衛

門
弟
塾
師
雇
」「
五
人
扶
持
」
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
同
藩
士
で
あ
る
こ
と
は
確
認

で
き
る
が
、
そ
の
他
の
事
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
同
藩
の
儒
学
者
で
藩
校
日
新
館
の

創
設
に
貢
献
し
た
日
向
忠
（
衛
士
、「
楽
翁
画
帖
の
内
容
」
作
品
番
号
19
）
の
よ
う

な
大
き
な
知
名
度
は
な
い
。

５　

例
え
ば
頼
春
水
の
七
言
絶
句
は
『
春
水
遺
稿
』
巻
四
所
収
の
「
題
蘇
武
像
」
と
題

さ
れ
る
二
首
の
う
ち
一
首
で
あ
る
が
、『
春
水
遺
稿
』
に
よ
る
と
、
こ
の
詩
が
実
際

に
詠
ま
れ
た
の
は
、
こ
の
揮
毫
と
想
定
さ
れ
る
寛
政
一
二
年
よ
り
も
二
年
前
の
寛
政

一
〇
年
で
あ
る
。
ま
た
大
田
南
畝
の
七
言
律
詩
「
自
遣
」
は
『
杏
園
詩
集
続
編
』
等

に
よ
れ
ば
天
明
四
年
の
作
で
あ
る
。

６　
「
楽
翁
画
帖
」
の
名
称
は
、
現
所
蔵
先
の
平
野
美
術
館
に
お
い
て
、
こ
の
作
品
が

松
平
定
信
の
蒐
集
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
こ
と
に
鑑
み
、
定
信
の
著
名

な
号
で
あ
る
「
楽
翁
」
を
冠
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
館
に
お
い
て
も
旧

装
丁
の
題
簽
等
に
「
楽
堂
画
帖
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
が
、

旧
装
丁
が
改
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
か
ら
の
名
称
で
あ
る
か
と
い
う
疑
念
が

あ
っ
た
た
め
、
新
た
に
「
楽
翁
画
帖
」
の
命
名
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

７　

例
え
ば
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館　

昭
和

五
四
年
〜
平
成
九
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
事
典
類
の
松
平
定
信
の
項
、
ま
た
渋
沢
栄

一
『
楽
翁
公
伝
』（
岩
波
書
店　

昭
和
一
三
年
）、
藤
田
覚
『
松
平
定
信
―
政
治
改
革

に
挑
ん
だ
老
中 (

中
公
新
書)

』（
中
央
公
論
社　

平
成
五
年
）、
磯
崎
康
彦
『
松
平

定
信
の
生
涯
と
芸
術 (

ゆ
ま
に
学
芸
選
書)

』（
ゆ
ま
に
書
房　

平
成
一
二
年
）、
高

澤
憲
治
『
松
平
定
信 (

人
物
叢
書
新
装
版)

』（
吉
川
弘
文
館　

平
成
一
四
年
）
な
ど

の
松
平
定
信
の
伝
歴
に
関
す
る
文
献
に
お
い
て
も
、
定
信
が
「
楽
堂
」
の
号
を
用
い

た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

８　

注
７
で
紹
介
し
た
諸
文
献
に
お
い
て
も
、「
柳
隠
士
」
と
い
う
号
を
定
信
が
用
い

た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

９　
「
山
の
井
」と
題
さ
れ
る
こ
の
紀
行
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
詳
し
い
。

　
　

佐
藤
洋
一
「
松
平
定
信
の
領
内
巡
見
―
随
行
す
る
文
人
と
画
人
―
」『
定
信
と
文

晁
―
松
平
定
信
と
周
辺
の
画
人
た
ち
―
』　

福
島
県
立
博
物
館　

平
成
四
年

10　

今
般
の
「
楽
翁
法
帖
」
一
巻
分
の
出
現
に
よ
り
、「
楽
翁
法
帖
」「
楽
翁
画
帖
」
は

一
体
の
も
の
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
白
雲
と
大
野

文
泉
は
関
西
以
西
の
画
人
の
絵
画
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
文
人
の
書
跡
に
つ
い
て
も

蒐
集
活
動
に
当
た
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
本
稿
で
紹
介
し
て
い
る
「
楽
翁
法
帖
」
巻

三
の
中
で
確
実
に
Ｂ
タ
イ
プ
の
絖
を
使
用
し
て
い
る
と
判
る
の
は
中
井
新
三
郎
の

「
奥
洲
」
二
大
字
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
Ｂ
タ
イ
プ
は
白
雲
と
大
野
文
泉
が
関
西
以

西
の
画
人
の
作
品
の
揮
毫
を
求
め
る
に
際
し
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
中
井
新
三
郎
は

仙
台
藩
の
有
力
な
御
用
商
人
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
の
、
本
来
は
近
江
国
日
野
に
本

拠
を
有
す
る
豪
商
で
あ
る
。
こ
の
巻
に
収
め
る
作
品
の
中
で
、
こ
の
中
井
新
三
郎
の

揮
毫
は
、
あ
る
い
は
白
雲
と
大
野
文
泉
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。

ⅶ
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「楽翁法帖」の内容 

 

巻 3 

番号 名称 作者 注記 年記等 絖 

1 「鳥」大字および詩句（李

白「餞校書叔云」より抄

出） 

佐竹義和 佐竹右京大夫源義和朝臣 寛政 12 年（1800）11 月

18 日 

A 

2 自作「舟次印南港」 志村蒙庵 仙臺家臣志村篤治  A 

3 「題蘇武像」 頼春水 藝州家臣頼彌太郎  A 

4 自作「扈従上城楼」 菊池衡岳 紀州御家臣菊池内記  A 

5 魏文帝「典論論文」（抄出） 田賢 （なし）  A 

6 文 伊東太乙 奥州本宮隠士伊東太乙  A 

7 自作「自遣」 大田南畝 御直参太田直次郎  A 

8 「奥洲」二大字 中井新三郎 仙臺 中井新三郎  B 

9 蘇軾「孫莘老求墨妙亭詩」

（一部改変） 

倉谷鹿山 三春家臣倉谷又八郎 寛政 12 年（1800）9 月 A 

10 七言絶句 久保筑水 （なし）  A 

11 自作「冬日見梅作」 竹内孚休 京師 竹内孚休  A 

12 「南風歌」 神尾保定 會津家臣神尾才八  A 

13 自作「応佐藤生需賦得秋

月」 

尾本芝田 三春家臣尾本弘三郎 寛政 12 年（1800） A 

14 詩句 山名主膳 会津家臣山名主膳 寛政 12 年（1800）8 月 A 

15 自作「送僧還金華山」 南山古梁 仙臺瑞鳳寺古梁  A 

16 七言絶句 屋代弘賢 御直参衆屋代太郎  A 

17 自作「早秋再会北山精舎」 志村東嶼 仙臺家臣志村東藏  A 

18 方岳「水月園送王侍郎」 高島雲溟 （なし）  A 

19 詩句（張若虚「春江花月

夜」より抄出） 

日向忠 会津家臣日向衞士 寛政 12 年（1800）秋 A 

20 「擬公讌詩」 奥田直輔 仙臺家臣奥田直輔  A 

21 蘇軾「紅梅三首 其一」 杉浦靖斎 御医師杉浦玄徳  A 

22 「陶彭澤帰去来図」 藤元習 （なし）  A 

23 五言絶句 沼尻其章 江都隠士沼尻周平  A 

24 欧陽脩「朝中措 平山堂」 巻菱湖 越後新潟巻宇内  A 

25 七言律詩 加藤明 村松家臣加藤小右衞門  A 

26 詩句（王維「田園楽」よ

り抄出）   

長谷川金龍山人 福嶌家臣長谷川三右衞門  A 

27 詩句（杜牧「山行」より

抄出）  

長谷川金龍山人 同  A 

28 李白「峨眉山月歌」 浅間桂陵 米澤家臣淺間惣太  A 

29 司馬光「司馬温公家訓」 金城 （なし） 寛政 11 年（1799）12 月 A 

30 七言絶句 高橋桂山 米澤家臣高橋桂山 寛政 12 年（1800）12 月 A 

31 五言絶句 菅茶山 備中國隠士菅太仲  B? 

注 名称のうち詩文作者が判明するものについてはこれを記した（揮毫者自身の作は「自作」）。また詩文の題が判明する

ものについては「」を付して記して詩文の形式を略し、不明のものは詩文の形式のみを記した。 
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図 1　楽翁法帖三　題簽
平野美術館

図 2　佐竹義和「鳥」大字および詩句
　（李白「餞校書叔云」より抄出）
　［楽翁法帖］　平野美術館　　　

図 4　大田南畝　自遣（七言律詩）
［楽翁法帖］　平野美術館  　

図 3　頼春水　題蘇武像（七言絶句）
［楽翁法帖］　平野美術館  　　

図 6　巻菱湖　欧陽脩「朝中措　平山堂」
［楽翁法帖］　平野美術館  　　　　

図 5　屋代弘賢　七言絶句
［楽翁法帖］　平野美術館
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図 7　菅茶山　五言絶句
［楽翁法帖］　平野美術館

図９　杉浦靖斎　墨竹図　［楽翁画帖］
　平野美術館  　　　　　　　　

図 8　杉浦靖斎　蘇軾「紅梅三首　其一」
（七言律詩）　［楽翁法帖］　平野美術館

図 11　楽翁法帖　蓋表　貼紙
　平野美術館  　　　　

図 10　楽翁法帖　箱　蓋表
　平野美術館  　　　



「楽翁法帖」について 18

ⅺ

図 13　尾本芝田　応佐藤生需賦得秋月
　  （七言絶句）［楽翁法帖］　平野美術館

図 12　倉谷鹿山　蘇軾「孫莘老求墨妙亭詩」
　  （七言古詩、一部改変）　　　　　　
　  ［楽翁法帖］　平野美術館　　　　　

図 15　南山古梁　送僧還金華山（七言律詩）
［楽翁法帖］　平野美術館　　　　　

図 14　蒼龍山人（吉成愛治）　桃花山水図
南山古梁賛　［楽翁画帖］ 平野美術館

図 16　中井新三郎　「奥洲」二大字
［楽翁法帖］　平野美術館　


